
日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読

一

．
は
じ
め
に

　
私

は
、
法
華
経
為
字
の
様
々
な
訓
法
に
惹
か
れ
て
こ
れ
ま
で
、
法
華
経
の
訓

読

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
法
華
経
訓
読
の
資
料
は
、
平
安
時
代

の
古
訓

点
に
よ
る
も
の
に
始
ま
る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
奈
良
時
代
に
訓
経
ー

法
華
経
を
和
訓
に
よ
っ
て
読
調
す
る
こ
と
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
庄
、
。
し

か

し
、
そ
れ
を
実
際
に
示
す
遺
品
は
な
い
。
仮
名
書
き
法
華
経
な
ど
は
、
訓
読

で
斉
唱
す
る
注
、
た
め
に
は
必
須
の
物
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
実
際
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
平
安
朝
で
も
最
末
期
の
物
で
あ
る
。
し
か
も
’
そ
れ
は
断
簡
で
し
か

な
い
。
恐
ら
く
そ
れ
が
実
用
に
供
さ
れ
て
、
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
の
運
命
な
の

で
あ
ろ
う
。

　
現
在
、
仮
名
書
き
法
華
経
に
つ
い
て
、
版
経
・
写
経
、
零
本
も
含
め
て
二
十

種
に

の
ぼ

る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
注
，
。
仮
名
書
き
法
華
経
と
い
え
ど
も
、
元

々

は
漢
訳
法
華
経

を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
島
　
　
銃
　
　
堂

v
か
ら
、
訓
読
法
華
経
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
も
の
を
特
に
仮
名
書
き
法
華
経

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
訓
点
資
料
、
あ
る
い
は
、
訓
点
付
き
の
漢
訳
法
華
経
か
ら
の
訓
読
法

華
経
も
あ
る
。
現
在
世
間
に
流
布
し
て
い
る
「
訓
読
法
華
経
」
と
い
え
ば
、
む

し
ろ
こ
う
い
う
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
種
類
は
、
簡
単
に
は
数
え
ら
れ
な

い

が
、
訓
読
法
華
経
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
’
頂

妙
寺
版
法
華
経
を
訓
読
し
た
も
の
の
系
統
を
引
く
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
も
と
を

た

だ

せ
ば
、
心
性
院
日
遠
上
人
（
三
七
l
～
1
六
四
三
の
文
段
経
法
華
経
（
慶
長
一

七
年
一
六
四
三
に
遡
る
芭
、
。
た
だ
、
頂
妙
寺
版
曹
が
、
文
段
経
に
基
づ
く
と
い
う

明
証
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
頂

妙
寺
版
の
訓
点
が
、
文
段
経
に
よ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
こ
れ
と
は
全
く
関
係
の
な
い
訓
読
も
あ
る
。
折
衷
的
な
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
大
部
分
は
、
頂
妙
寺
版
に
よ
る
訓
読
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
さ
ら
に

初
版
（
天
保
　
k
l
　
U
　
1
8
3
4
）
に
よ
る
も
の
と
、
明
治
改
訓
版
（
明
治
一
九
年
　
1
8
8
6
）

に

よ
る
も
の
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
頂
妙
寺
版
に
よ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の

日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
田
島
）
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は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
も
、
1
つ
の
不
思
議
で
あ
る
が
、
本
稿
の
趣
旨
に

直
接
関
係
し
な
い
。
頂
妙
寺
版
に
よ
る
も
の
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
に
属
す

る
。　

頂
妙
寺

版
訓
読
を
通
じ
て
、
日
遠
上
人
文
段
経
が
今
日
の
法
華
経
訓
読
に
与

え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
遠
上
人
の
訓
読
に
関
す
る
考
え
は
、

『
法

華
訳
和
尋
跡
抄
』
（
元
和
七
年
ま
N
N
成
）
の
中
に
相
当
に
詳
し
く
披
露
さ

れ
て

い

る
。
そ
の
中
に
は
、
日
遠
上
人
の
言
語
観
も
伺
え
て
興
味
深
い
。
た
だ
、

当
然
な
が
ら
そ
の
全
て
に
対
し
て
、
我
々
が
同
意
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
問
題

で
あ
る
。

　

日
遠
上
人
の
考
え
に
基
づ
v
法
華
経
訓
読
は
文
段
経
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か

し
、
成
立
時
期
と
し
て
文
段
経
よ
り
後
に
位
置
す
る
『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』

に

は
、
そ
れ
か
ら
一
歩
進
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日
遠
上
人
の
法
華
経
訓
読
全

般
に

つ
い

て
、
逐
次
、
検
討
し
て
い
v
予
定
で
あ
る
が
r
e
，
、
本
稿
に
お
い
て
は

『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
中
に
見
ら
れ
る
為
字
に
関
す
る
言
及
に
照
ら
し
、
現
今

流
布
し
て
い
る
法
華
経
訓
読
文
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

二
．
『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
中
の
為
字
訓
に
関
す
る
言
及
注
，

　

日
遠
が
対
象
に
す
る
法
華
経
は
、
八
巻
本
妙
法
蓮
華
経
（
春
日
版
）
で
あ
る
。

従
っ
て
、
為
字
は
六
一
六
字
有
る
。
『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
の
中
に
は
次
の
よ

う
に
為
字
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
p
t
，
。

　
為
字
を
含
む
句
を
掲
げ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
の
は
全
部
で
一

七

ニ

カ
所
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
為
字
は
二
一
六
字
、
そ
の
内
為
字
訓
が
示
さ
れ

な
い
の
は
五
ニ
カ
所
（
為
字
五
六
字
）
、
つ
ま
り
、
一
二
〇
カ
所
（
為
字
一
六

〇

字
）
で
為
字
訓
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
字
1
字
の
為
字
に
対
し
て
為
字

訓
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
い
く
つ
か
の
同
類
を
纏
め
て
示
す
場
合
が
あ
る

が
、
結
局
、
全
為
字
の
1
i
l
分
の
　
1
以
上
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
内
、
為
字

訓

を
示
し
て
い
る
も
の
が
四
分
の
一
を
越
え
る
一
六
〇
字
に
達
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
為
字
訓
の
示
さ
れ
な
い
も
の
は
、
直
接
示
さ
れ
な
い
だ
け
で
わ
ざ
わ
ざ

示
す
必
要
の

な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
為
字
を
掲
出
句
の
中
に
含
む
だ
け

で
、
そ
れ
が
問
題
の
中
心
で
な
い
も
の
も
少
数
有
る
。

　

日
遠
上
人
の
言
及
を
全
部
を
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
一
部
を
掲
げ
る

注

。
o
（
元
々
は
漢
文
形
式
で
あ
る
が
訓
読
し
て
示
す
。
小
さ
な
文
字
の
平
仮
名
は
補
読

し
た
も
の
、
同
じ
v
小
字
の
片
仮
名
は
原
文
に
あ
る
振
り
仮
名
及
び
送
り
仮
名
。
漢
字

と
同
じ
大
き
さ
の
片
仮
名
は
原
文
で
の
本
文
中
の
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
仮
名
字

体
は

通
行
の
字
体

と
す
る
。
（
）
内
は
再
読
文
字
、
　
［
］
内
は
不
読
字
。
…
は
中
略
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

①
…
常
に
諸
仏
．
称
歎
ξ
ル
、
n
ト
p
t
　
［
所
］
為
　
、
慈
ヲ
以
。
身
ヲ
修
！
－
文
　
…
又
為
ノ

字
二
多
．
訓
有
り
。
補
注
．
毎
巻
之
を
出
す
。
g
r
　
l
l
順
ジ
．
訓
字
．
如
，
和
訓
，
モ
之
を
読
む
可
き

也
。
俗
書
，
三
、
皆
訓
の
如
く
読
。
、
其
の
例
也
。
今
．
為
ハ
得
．
訓
ず
。
故
．
エ
ト
ヨ
ム
ヘ

キ
也
。
（
M
1
の
為
字
、
序
品
、
『
法
華
音
義
類
聚
　
乾
』
一
5
7
～
1
5
8
頁
）

　
コ
レ

②
為
．
以
テ
喜
．
，
セ
不
ル
．
文
　
補
注
二
、
為
是
二
訓
．
。
故
に
K
読
む
可
き
歎
。
云
1
”
O
　
（
£



7
、
序
品
、
1
6
5
頁
）

　
サ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
　
　
　
ナ
タ

③
為
メ
．
此
．
．
説
．
ト
ヤ
欲
．
、
為
，
テ
当
．
授
記
ン
ζ
．
；
ヤ
文
　
此
の
為
、
定
二
訓
．
。
故
に

是
く
の
如
－
読
む
t
f
f
”
”
e
w
．
O
　
（
£
　
1
0
・
1
1
、
序
品
、
1
6
7
頁
　
一
カ
所
で
二
字
の
為
字
を
掲
げ

る
。
）

　

こ
れ
は
二
字
の
為
字
に
対
し
て
一
カ
所
で
纏
め
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
’

他
に

も
、
M
2
6
・
2
7
、
M
　
6
5
・
6
6
、
M
8
6
’
8
7
、
M
　
9
0
・
9
1
、
M
l
8
4
　
・
　
1
8
8
’
1
9
2
、

M
　
2
1
3
・
2
1
4
、
E
　
3
0
0
・
3
o
1
、
M
　
3
4
2
・
3
4
3
・
3
4
4
・
3
4
S
・
3
4
7
・
3
4
9
・
3
5
1
・
3
5
3
・
3
5
7

’

359、

M
　
3
8
1
・
3
8
5
、
M
　
3
s
8
’
3
8
9
、
M
　
5
2
8
’
5
3
2
・
5
3
4
’
5
3
6
・
5
3
7
・
5
3
8
’
5
3
9

・
　
5
4
0
’
　
E
　
5
4
2
・
5
4
3
・
5
4
4
、
　
E
　
5
5
0
・
5
5
4
、
　
E
　
5
5
1
・
5
5
5
、
M
　
5
5
2
・
5
5
6
、
M
　
5
9
6

・

598
・

6
o
o
、
M
　
6
1
S
・
6
1
6
が
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
に
纏
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
M
2
1
3

・

214
に

つ
い
て
は
’
l
t
p
t
　
L
J
　
f
i
　
w
a
の
E
　
2
1
7
・
2
1
。
　
・
　
2
2
2
・
2
2
3
・
2
2
5
・
2
2
6
も
含
め

て

い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
M
　
2
6
4
は
M
　
i
g
n
　
g
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
あ

る
）
。

④
故
二
為
二
大
乗
．
説
。
文
　
仏
．
自
説
也
。
故
ニ
タ
マ
フ
ト
ハ
読
む
可
ら
不
。
説
ク
ト
読
む

n

能
シ
。
心
空
モ
↑
小
也
。
云
云
。
　
（
M
鼻
。
。
、
方
便
品
、
8
鼻
頁
、
為
字
の
読
み
方
は
普

通

の

も
の
で
特
別
の
関
心
は
払
わ
れ
て
い
な
い
。
敬
語
表
現
が
こ
の
条
の
中
心
。
こ
の

例

は
、
為
字
訓
の
示
さ
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。
）

　

こ
の
④
は
と
も
か
く
と
し
て
、
上
記
三
例
は
’
示
さ
れ
る
為
字
訓
に
従
っ
て

訓
読
す
る
。
次
の
例
は
、
為
字
訓
が
一
つ
で
は
な
い
例
で
あ
る
。

　
サ
タ

⑤
為
．
テ
何
等
．
．
説
キ
ζ
ハ
．
文
　
此
．
為
、
私
志
記
・
補
注
、
皆
定
．
訓
す
。
但
、
句

a
s
．
l
t
t
上
間
二
事
是
説
那
件
と
云
ふ
文
　
コ
レ
是
．
訓
ト
セ
リ
o
然
モ
記
三
に
云
ふ
、
時
． 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
タ

衆
、
但
無
量
義
．
後
“
即
便
定
．
入
り
タ
；
ト
見
テ
、
所
入
為
．
テ
是
．
何
．
定
ナ
リ
ト
ィ
．
，
、
．

　
　
　
　
　
　
サ
タ

知
ら
不
。
定
．
後
為
．
チ
何
．
法
．
説
キ
タ
ス
．
ト
ィ
．
．
、
．
知
ら
不
文
　
為
説
何
等
、
為
説
何

法
、
同
文
勢
也
。
定
を
以
．
正
ト
為
す
可
き
歎
。
カ
ク
ノ
コ
ト
キ
文
ハ
ミ
ナ
定
．
訓
ニ
ナ

ル
コ

ト
常
例
也
。
況
や
ス
テ
ニ
為
是
ト
云
ヘ
リ
。
是
．
訓
．
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
分
明
ナ
“

ワ
ヤ
O
　
（
施
　
l
l
、
序
品
、
宗
゜
。
頁
）

　

こ
の
例
は
、
補
注
で
は
「
定
」
一
訓
で
あ
る
が
、
為
為
章
で
は
、
「
定
・
当

・
与
」
の
平
声
去
声
に
ま
た
が
る
三
訓
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
難
し
い
例
で
あ

る
。
こ
の
一
々
の
訓
及
び
和
訓
の
当
否
に
つ
い
て
は
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研

究
』
に
詳
述
し
た
の
で
、
ご
参
観
願
い
た
い
W
－
。
o

　

『
尋
跡
抄
』
中
に
注
さ
れ
る
為
字
訓
別
に
見
る
と
、
先
ず
、
為
字
を
含
む
語

句
の
記
事
は
あ
る
が
為
字
訓
は
記
さ
な
い
例
五
六
例
、
以
訓
と
す
る
も
の
一
五

例

（他
に

求
・
以
二
訓
の
も
の
一
例
）
、
求
・
向
二
訓
の
も
の
一
例
、
作
訓
七

例

（内
一
例
は
作
訓
を
不
可
と
す
る
、
ま
た
作
・
是
二
訓
の
も
の
一
例
）
、
是

訓
六
四
例
（
他
に
作
・
是
二
訓
の
も
の
一
例
、
当
・
是
二
訓
の
も
の
一
例
）
、

成

訓
一
例
、
定
訓
八
例
（
他
に
定
・
是
二
訓
の
も
の
一
例
）
’
当
訓
六
例
（
他

に

当
・
是
二
訓
の
も
の
一
例
、
当
訓
を
不
審
と
す
る
も
の
三
例
と
同
類
一
例
）
、

得
訓

二
一
例
、
被
訓
一
七
例
、
名
訓
八
例
、
与
訓
四
例
で
あ
る
。
法
華
経
中
の

為
字
の
訓
と
し
て
は
、
与
訓
が
最
も
多
い
が
、
注
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
法

華
経
の
為
字
に
対
す
る
為
字
訓
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
、
参
照
す
る
も
の
に

よ
り
、
種
々
で
一
口
に
は
言
え
な
い
が
注
、
、
、
い
わ
ば
為
字
に
対
す
る
特
殊
な

和

訓
に
対
応
す
る
訓
は
総
じ
て
多
数
注
さ
れ
て
い
る
。
為
字
を
コ
レ
と
読
む
の

日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
出
島
）

’
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四

も
普
通
の
和
訓
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
コ
レ
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
代
名
詞

で
は

な
く
、
繋
字
な
の
で
あ
る
が
、
訓
読
で
は
誤
解
を
招
く
よ
う
な
所
が
な
い

で
は

な
い
。
マ
サ
ニ
、
ベ
シ
、
サ
ダ
メ
テ
、
ウ
、
カ
ウ
ブ
ル
、
コ
レ
、
ナ
ヅ
ク
、

モ
テ

い
ず
れ
も
特
殊
訓
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
定
・
名
・
得
・
被
な
ど

の
為
字
訓
を
持
つ
為
字
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
是
訓
為
字
も
三

分
の

二
近

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
尋
跡
抄
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
然
も

為
字
訓
の
な
い
も
の
は
、
五
六
字
有
る
が
、
為
為
章
の
訓
で
み
る
と
、
被
訓
例

八
、
是
訓
例
一
二
、
以
訓
例
六
、
与
訓
例
一
二
、
作
訓
例
＝
二
、
与
作
二
訓
例

一
、

以

作
二
訓
例
一
、
作
是
二
訓
例
一
、
無
訓
例
一
、
不
掲
載
の
も
の
一
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
和
訓
に
よ
っ
て
、
為
字
訓
を
生
か
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
二
訓
の
う
ち
の
い
ず
れ
に
よ
る
か
を
論
ず
る
も
の
も
あ
る
。
為
字
が

た

ま
た
ま
含
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
若
干
で
は
あ
る
が
存
す
る
。

　
既
に

上

掲
例
の

中
に
も
t
興
味
有
る
例
が
あ
っ
た
。
一
々
検
討
し
て
み
る
価

値
が
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
逐
一
そ
れ
を

行

う
余
裕
は
な
い
。
い
ず
れ
、
別
の
機
会
に
更
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
為
字
訓
を
も
と
に
そ
の
訓
法
を
論
じ
て
い
る
若
干
の
箇

所
に

つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
、
現
代
流
布
の
訓
読
法
華
経
の
源
流
に
成
っ
た

日
遠
上
人
の
読
み
方
を
引
き
継
い
だ
り
、
引
き
継
が
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
中

で
、
な
お
為
字
の
読
み
方
に
関
し
て
問
題
が
残
っ
て
い
る
例
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
た
い
。

11V
検
討
す
べ
き
若
干
の
用
例
と
そ
の
訓
読

　
前
節
の
⑤
は
「
定
」
か
「
是
」
か
を
論
じ
て
、
「
定
」
が
よ
い
と
断
じ
た
も

の

で
あ
る
。
た
だ
、
現
代
語
の
感
覚
か
ら
い
え
ば
、
な
ぜ
「
定
」
な
の
か
、
「
サ

ダ
メ
テ
」
と
い
う
和
訓
が
こ
こ
に
適
す
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
で
は
あ
る
が
、

そ

れ
に

つ
い
て

は
、
既
に
詳
細
に
論
じ
た
の
で
そ
れ
に
譲
る
r
b
　
r
－
，
O
こ
こ
で
そ

の
結
論
だ
け
述
べ
れ
ば
、
為
字
を
サ
ダ
メ
テ
と
読
む
の
は
定
訓
に
よ
っ
た
も
の

で

あ
る
こ
と
自
体
は
明
か
で
あ
る
が
、
「
定
」
の
中
国
語
と
し
て
の
疑
問
構
文

に

お

け
る
用
法
が
、
サ
ダ
メ
テ
と
い
う
訳
語
に
必
ず
し
も
完
全
に
は
当
て
は
ま

ら
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
そ
う
い
う
疑
問
を
表
す
よ
う
な
文
脈
で
サ
ダ
メ
テ

が

使
わ

れ

る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ダ
メ
テ
が
断
定
の
意
味
で
は
な
く
て
’
疑
問
の

意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
と
い
う
語
誌
に
関
す
る
事
情
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
カ

⑥
或
ハ
当
二
堕
落
シ
テ
火
二
焼
　
［
所
］
為
ル
（
当
）
シ
文
　
此
．
為
被
に
訓
ず
。
補
注
・

科
註
・
句
解
、
皆
K
也
。
是
の
如
”
文
、
一
部
．
内
、
処
処
之
れ
有
り
。
余
処
亦
例

文
多
．
。
不
動
羅
漢
，
s
s
　
’
r
テ
煩
悩
．
退
動
［
所
］
被
．
不
ト
云
ふ
．
如
ン
～
。
是
れ
被
を
以

．

為
に
代
タ
リ
。
今
句
解
，
三
亦
被
大
業
火
之
所
焼
灸
と
云
ふ
。
亦
被
を
以
．
之
に
代
，
，
。

然
モ
被
字
無
く
、
只
火
之
所
之
所
焼
ト
バ
カ
リ
ニ
テ
モ
、
ヒ
ニ
ヤ
カ
ル
ト
ヨ
ミ
、
又

所
字
無
ク
為
火
焼
ト
バ
カ
リ
ニ
ζ
、
ヒ
ニ
ヤ
カ
ル
ト
ヨ
ム
o
サ
ル
故
．
一
、
今
二
字
ア

リ
テ
モ
、
亦
ヲ
シ
ツ
カ
ネ
打
マ
タ
ゲ
テ
、
ヒ
ニ
ヤ
カ
ル
、
読
む
可
。
欺
、
覚
タ
“
o
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
カ
リ

タ
ゲ
テ
読
む
例
、
芥
子
如
許
．
類
也
。
　
間
ふ
、
如
芥
子
許
ハ
、
如
許
．
字
、
別
也
。



マ
タ
ケ
テ
モ
ヨ
ム
ヘ
シ
。
被
所
、
倶
二
同
意
也
。
合
シ
テ
之
“
読
む
可
ら
不
。
故
に
、

　
　
　
　
ル
ヘ
　
　
　
カ
ゥ
ム

大
火
”
焼
か
所
．
ト
．
為
ル
ト
、
k
読
む
可
き
也
。
　
答
ふ
、
ハ
ヤ
、
ヒ
ニ
ヤ
カ
ル
ニ
テ
聞
タ

　
　
　
カ
ウ
ム
ル

リ
o
又
被
ヲ
加
ヘ
ハ
重
言
二
似
タ
リ
。
況
ヤ
若
し
所
問
の
如
く
．
ハ
、
下
ノ
所
字
之
れ
無
く
シ
テ
、

被
火
焼
ト
ア
ル
時
モ
、
ヒ
ノ
ヤ
ク
コ
ト
ヲ
カ
ゥ
ム
ル
，
読
む
可
キ
歎
。
其
時
＾
ヤ
カ
ル

ト
読
ム
ヘ
シ
ト
云
ハ
、
、
何
ん
ぞ
二
字
ノ
時
合
シ
テ
ヤ
カ
ル
ト
読
ま
不
ら
．
ヤ
o
況
ヤ
如
芥
子
許

ハ

別
．
字
ナ
ル
故
、
合
ソ
p
t
之
れ
を
読
む
可
．
ト
云
ハ
、
別
．
字
サ
へ
v
e
　
e
s
合
シ
チ
読
ム
、
況
や
同
意
．

字
、
合
シ
テ
読
ム
”
ト
何
ん
ぞ
惟
．
ま
．
r
r
。
　
（
S
°
3
、
昏
喩
r
r
R
、
　
2
3
7
t
n
－
－
2
3
9
頁
）

　
こ
の
後
ま
だ
半
丁
分
問
答
往
来
し
て
、
最
後
に
「
今
ノ
為
火
所
焼
、
亦
合
シ
テ

ヤ
カ
ル
ト
読
む
可
．
。
ト
、
何
．
之
を
疑
は
．
耶
o
学
者
能
，
之
を
思
へ
。
情
．
順
シ
テ
理
を
曲
る

莫
．
。
」
と
締
め
く
く
る
。
最
後
の
一
句
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
指
し

て

い

る
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
全
体
と
し
て
、
　
r
為
火
所
焼
」
の
中
に
、

r為
」
「
所
」
と
二
字
分
か
れ
て
あ
っ
て
も
一
訓
で
い
い
と
い
う
主
張
と
、
被

訓
に
引
か
れ
て
「
カ
ゥ
ム
ル
」
と
読
む
必
要
は
な
く
、
「
ヤ
カ
ル
」
で
十
分
で

「
ヤ

カ
ル
ル
コ
ト
ヲ
カ
ゥ
ム
ル
」
と
読
め
ば
重
言
だ
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
①
で
得
訓
為
字
を
「
訓
字
の
如
v
和
訓
も
読
む
べ
し
」
と
言
っ
て
い
る
の

と
ど
う
い
う
関
係
に
な
る
か
。

　
得
訓
為
字
も
被
訓
為
字
も
共
に
構
文
と
し
て
は
、
（
x
r
）
　
r
為
＋
名
詞
＋
動

詞
」
、
（
ロ
）
「
為
＋
名
詞
＋
所
＋
動
詞
」
’
（
ハ
）
　
r
為
＋
名
詞
＋
之
＋
所
＋
動

詞
」
、
（
二
）
「
為
＋
所
＋
動
詞
」
で
あ
る
。
得
訓
為
字
は
、
（
イ
）
i
（
例
’
　
（
ロ
）

五
例
、
（
ハ
）
六
例
、
被
訓
為
字
は
、
（
イ
）
　
1
例
、
　
（
ロ
）
一
六
例
、
（
ハ
）

六

例
、
（
二
）
二
例
で
あ
る
。
訓
読
す
れ
ば
共
に
日
本
語
と
し
て
は
受
身
構
文

で
あ
る
（
但
し
、
得
訓
為
字
に
は
、
受
身
構
文
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
庄
、
，
）
o
得

訓
為
字
と
被
訓
為
字
の
違
い
は
意
味
す
る
内
容
に
よ
る
。
得
訓
の
為
字
を
含
む

文
に

お
け
る
、
上
記
の
「
名
詞
」
は
「
諸
仏
」
「
如
来
」
「
如
来
の
肩
」
「
如
来

の

手
」
「
釈
迦
牟
尼
仏
の
手
」
「
釈
迦
牟
尼
仏
の
衣
」
「
千
仏
」
等
尊
敬
す
べ
き

存
在
で
あ
る
。
動
詞
は
、
「
称
歎
」
「
敬
」
「
愛
念
」
「
供
養
」
「
讃
歎
」
「
荷
担
」

「
護
念
」
「
摩
其
頭
」
「
恭
敬
」
等
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
行
為
を
表
す
。

一
方
、
被
訓
為
字
を
含
む
文
の
名
詞
は
、
「
火
」
「
大
水
」
「
生
老
病
死
憂
悲
苦

p
a
j
　
r
三
界
火
宅
」
「
諸
小
虫
」
「
毒
」
「
食
欲
」
「
魔
」
等
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
－

ジ
の
語
で
あ
り
’
動
詞
は
「
焼
・
焚
・
焼
煮
・
焼
害
」
「
逼
」
「
害
」
「
悪
賎
一

「
打
榔
」
等
、
全
て
う
け
る
こ
と
好
ま
し
か
ら
ざ
る
行
為
を
表
す
。

　

日
本
語
で
は
、
「
～
さ
れ
る
」
と
い
う
表
現
自
体
、
既
に
積
極
的
に
そ
う
さ

れ
た

い

こ
と
を
望
む
こ
と
で
は
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
被
害
の

受
身
」
の
表
現
と
な
る
。
そ
れ
故
、
日
遠
上
人
は
漢
文
で
は
同
じ
構
文
を
’
1

方
は

「
～
ら
る
る
こ
と
を
う
」
と
し
、
1
方
は
「
～
ら
る
る
こ
と
を
か
う
む
る
」

と
言
わ
ず
「
～
ら
る
」
だ
け
で
良
い
と
す
る
の
で
あ
り
、
す
こ
ぶ
る
理
に
か
な

っ

て

い

る
。
実
際
、
こ
の
例
の
訓
読
の
仕
方
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ブ

　
平
安
時
代
古
点
本
の
龍
光
院
本
は
「
火
に
焼
か
る
る
こ
と
を
為
ら
む
」
と
な

っ

て

い

る
。
被
訓
為
字
は
古
点
本
の
龍
光
院
本
や
立
本
寺
本
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
に
「
カ
ゥ
ム
ル
」
「
カ
フ
ル
」
と
読
ん
で
い
る
。
仮
名
書
き
本
の
妙
一
記

念
館
本
や
足
利
本
は
「
ひ
の
た
め
に
や
か
れ
ぬ
へ
し
」
と
為
字
訓
は
関
係
し
な

い
。
心
空
の
倭
点
法
華
経
は
「
火
の
た
め
に
焼
か
る
」
と
為
字
訓
は
や
は
り
無

m
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
田
島
）

五



法
華
文
化
研
究
（
第
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卜
八
号
）

関
係
で
あ
る
。
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
の
高
麗
本
法
華
経
の
訓
点
は
二
種
類
の
訓

読
を
伝
え
、
そ
の
一
方
は
、
為
字
を
「
カ
フ
ム
ル
」
と
す
る
。
以
後
日
遠
上
人

に
退
け
ら
れ
た
「
カ
ウ
ム
ル
」
は
出
現
せ
ず
、
「
火
に
焼
か
る
」
か
、
奇
妙
な

読
み
だ
が

「
火
に

焼
か
ら
る
」
と
す
る
も
の
ば
か
り
に
な
る
。
日
遠
上
人
の
影

響
は
極
め

て

大

き
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
逆
に
、
得
訓
為

字
の

訓
読
を
み
れ
ば
よ
り
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
①
の
例
を
み
よ
う
。
平
安
時
代
古
点
本
で
「
常
に
諸
仏
に
称
歎
せ
ら
る
s
こ

　
　
る
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ぷ

と
を
為
タ
リ
キ
」
（
立
本
寺
本
）
、
「
～
を
為
た
り
」
（
龍
光
院
本
）
で
、
共
に

「
え
た
り
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
仮
名
書
き
本
は
「
の
た
め
に
称
歎
せ
ら
れ
」
、

倭
点
も
「
諸
仏
の
た
め
に
称
歎
せ
ら
る
」
で
あ
る
が
、
日
遠
上
人
の
伝
統
を
汲

む

も
の
は
全
て
「
称
歎
せ
ら
る
る
こ
と
を
え
」
一
色
で
あ
り
、
近
代
の
訓
読
で

も
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
．

　

こ
の
例
は
、
日
遠
上
人
の
読
み
方
の
流
布
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
為
字
訓
自

体

が
、
何
と
も
な
ら
な
い
例
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
ル
　
　
　
エ
ン

⑦
得
成
為
仏
（
1
1
仏
，
．
成
為
．
，
．
得
）
文
恵
心
、
両
仮
名
等
、
皆
、
成
為
．
二
字

合
シ
テ
ナ
ル
，
点
セ
リ
。
其
義
尤
も
聞
タ
リ
。
補
注
・
科
註
二
此
為
当
と
訓
セ
“
o
此
．
偶
井
．

須
菩
提
．
記
二
亦
此
語
有
り
。
皆
訓
当
。
不
審
限
り
無
、
。
或
ハ
義
推
．
て
云
ふ
、
恐
ハ
是

．

余
．
章
、
当
得
作
仏
、
当
得
成
仏
ト
云
ふ
．
如
。
、
一
本
云
為
得
成
仏
故
、
釈
者
云

訓
当
二
恐
ハ
」
以
下
「
云
訓
当
」
ま
で
読
め
ず
。
「
当
得
」
と
r
為
得
」
を
同
趣
と
し

て
、
　
r
為
1
1
当
」
と
し
た
と
、
言
う
よ
う
で
あ
る
）
。
然
ル
．
後
人
、
釈
．
中
．
為
得
成
仏

．
文
、
経
．
現
本
，
得
成
為
仏
二
違
ル
．
見
テ
、
即
ち
釈
文
．
為
得
成
仏
を
改
め
、
亦
得
成

！、

為
仏
と
作
す
歎
。
或
云
ふ
、
今
既
に
未
来
成
仏
，
記
す
。
仏
ト
成
為
ル
。
ト
．
得
ノ
ト
読
む
可
き

也
。
答
ふ
、
然
る
可
ら
不
。
観
薬
王
薬
上
菩
薩
経
．
云
ふ
、
於
過
去
荘
厳
中
、
得
成

為
仏
乃
至
於
賢
劫
中
、
得
成
為
仏
乃
至
於
未
来
星
宿
劫
中
当
得
作
仏
、
故
、
普
賢
経
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
　
　
　
ウ

亦
現
在
仏
を
説
い
て
云
．
、
今
十
方
に
於
い
て
、
各
仏
二
為
．
ト
．
得
。
又
宝
塔
品
に
云
ふ
、

我
為
仏
道
。
此
の
為
－
仏
之
言
二
例
．
ル
ニ
、
弥
よ
知
．
、
今
ノ
成
‘
為
ノ
ニ
字
合
ン
テ
ナ

ル
ト
読
む
可
き
．
ト
．
。
況
や
正
法
華
、
亦
得
成
為
仏
と
云
ふ
。
或
ハ
当
成
為
仏
ト
云
ふ
。
或

は

於

当
来
世
成
為
最
勝
ト
云
ふ
。
農
為
婁
テ
之
を
用
・
。
　
或
、
逮
成
無
上
正
真
、
為
最

正
覚
と
云
ふ
（
「
逮
」
の
読
み
不
明
）
是
雲
尾
チ
之
を
用
・
。
或
長
行
三
当
得
作
仏
と
云
ふ
。

偶
頒
三
当
得
為
仏
と
I
k
ふ
　
q
H
u
s
を
以
て
窪
代
ふ
る
也
o
故
知
．
。
今
．
得
成
為
仏
，
「
之
一

為
ハ
成
。
訓
ン
、
作
。
訓
±
キ
n
ト
分
明
ナ
リ
。
然
モ
末
師
、
当
。
訓
す
と
云
ふ
者
、
上
言
の
如
し
。

或
恐
ら
く
は
誤
歎
。
（
施
一
゜
4
’
1
8
8
　
・
　
1
9
2
’
授
記
品
、
］
O
②
頁
～
ω
；
頁
）

　
「
於
最
後
身
得
成
為
仏
」
（
授
記
品
）
の
為
字
の
読
み
を
問
題
に
し
て
い
る
。
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
ル

段
経
で
は
「
最
後
身
に
於
い
て
仏
に
成
・
為
。
ト
．
得
．
」
と
読
ん
で
い
る
。
同
じ
文

句
が

五
百
弟
子
受
記
品
に
も
あ
る
（
£
　
2
6
4
）
。
「
成
為
」
の
部
分
の
読
み
方
は
同

じ
で
あ
る
。
為
字
訓
は
、
日
相
本
や
科
註
な
ど
に
作
訓
が
あ
る
ほ
か
は
全
て
当

訓
で
あ
る
（
科
註
の
為
字
訓
は
と
も
か
く
と
し
て
、
日
相
本
の
為
字
訓
は
日
遠
上
人
の

影
響
だ

と
思
わ
れ
る
）
。
日
遠
上
人
は
こ
の
当
訓
に
対
し
て
上
記
の
よ
う
に
不
審

を
抱
き
、
種
々
検
討
し
て
、
「
誤
り
か
」
と
し
、
二
字
合
し
て
「
な
る
」
と
読

む
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
o

　
現

に
、
こ
の
三
例
の
訓
読
に
当
訓
が
生
か
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
僅
か
に
、

立
本
寺

本
の
訓
読
に
「
為
に
仏
と
成
る
こ
と
得
む
」
と
あ
り
、
為
字
に
「
当
也
」



と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
為
に
」
は
「
マ
サ
ニ
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
。
こ
の
本

に

は

も
う
I
つ
訓
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
マ
サ
ニ
ア
ラ
ム
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

M
　
2
6
4
　
g
方
で
は
、
「
仏
と
成
－
為
雲
ト
得
二
」
と
あ
り
、
ベ
シ
訓
は
「
当
」
が

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
単
純
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
天
海
蔵

高
麗
本
の
訓
読
が
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

以
後
、
こ
の
M
N
ひ
』
も
含
め
て
、
当
訓
に
関
係
あ
る
よ
う
な
訓
読
は
見
ら
れ

な
い
。
日
遠
上
人
が
言
う
通
り
だ
と
思
わ
れ
、
当
訓
は
不
審
と
言
う
ほ
か
な
い
。

訓
読
そ

の

も
の
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
訓
読
も
、
こ
の
為
字
が
、
成
と
合
わ

せ
て

ナ

ル

と
読
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
後
も
、
そ
う
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
’
必

ず

し
も
’
日
遠
上
人
の
影
響
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
’
大
変
興
味
深
い
例
で

は

あ
る
。
確
か
に
、
当
訓
で
は
不
審
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
例
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
日
遠
上
人
の
言
う
通
り
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
タ
メ
ニ

⑧
能
く
下
劣
．
為
文
　
補
注
、
此
の
為
、
作
と
訓
ず
。
恐
ら
く
は
不
可
也
。
句
解
u
云
ふ
、

慈
悲
を
以
て
の
故
に
、
能
，
下
劣
弱
、
［
之
］
機
．
為
こ
、
忍
耐
調
柔
シ
テ
斯
事
を
［
干
］

説
キ
ζ
フ
文
　
。
今
此
の
釈
に
従
4
。
文
穏
便
な
る
故
也
。
　
（
E
1
6
6
’
信
解
品
、
N
O
O
頁
）

　
為
為
章
も
作
訓
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
か
せ
ば
、
龍
光
院
本
の
「
能
く
下
劣
を
為

し
て
斯
の
事
を
［
干
］
忍
ひ
た
葦
」
の
よ
う
に
な
る
。
他
に
、
こ
れ
に
類
す
る
読
み
は

I
つ
も
な
い
。
日
相
本
に
は
与
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
漢
字
訓

は

な
い
。
「
下
劣
」
を
「
下
劣
の
者
」
と
と
る
か
、
「
下
劣
の
事
」
と
考
え
る

か
で

あ
り
、
龍
光
院
本
以
外
は
、
「
下
劣
の
者
（
衆
生
）
」
と
解
釈
し
た
。
果

た

し
て
そ
う
か
。
そ
う
す
る
と
「
斯
事
」
は
何
か
。
ま
た
「
忍
ぶ
」
と
は
ど
う

　
　
　
　
　
ラ
　
　

へ

し
う
こ
と
カ

　

こ
の
記
事
の
前
に
は
、
衆
生
が
一
向
に
世
尊
の
真
意
を
理
解
せ
ず
、
仏
の
慈

悲
を
知
ら
ず
、
自
己
満
足
に
陥
り
、
向
上
心
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
縷
々

述
べ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
「
斯
事
」
と
考
え
、
「
そ
れ
を
堪
え
忍
ん
で

い

る
」
と
い
う
解
釈
が
、
「
下
劣
の
た
め
に
」
と
い
う
読
み
方
の
下
に
流
れ
て

い

る
よ
う
に
思
え
る
（
そ
う
い
う
下
劣
の
者
の
た
め
に
仏
の
真
実
の
法
‖
一
乗
の
法

を
忍
ぼ
せ
て
明
ら
か
に
せ
ず
に
い
る
と
い
う
解
釈
も
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
r
能
」
の

位
置
に

若
干
難
点
が
あ

る
。
四
字
句
と
い
う
制
約
が
あ
り
絶
対
的
で
は
な
い
が
、

「
忍
」
の
直
前
に
あ
る
方
が
い
い
。
「
下
劣
を
為
す
」
の
場
合
に
は
問
題
な
い
。

結

局
、
長
者
が
窮
子
に
自
己
の
立
場
を
悟
ら
せ
る
た
め
に
、
種
々
の
手
段
を
用

い
た

よ
う
に
、
世
尊
は
一
乗
の
法
を
説
か
ず
、
三
乗
を
示
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と

を
「
斯
事
を
忍
ぶ
」
、
つ
ま
り
r
l
乗
の
法
を
説
か
ず
に
秘
密
に
し
て
お
い
た
」

と
い
う
の
で
は
な
い
か
。
「
下
劣
を
為
す
」
と
は
コ
ニ
乗
の
法
を
説
い
た
こ
と
」

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
前
後
を
読
ん
で
み
る
と
、
ど
ち
ら
と
も
取
れ
そ
う
で

あ
る
。
多
く
が
”
「
下
根
劣
機
」
の
た
め
に
、
そ
の
所
行
を
堪
え
忍
ん
だ
、
或

い

は
、
「
一
乗
の
法
は
秘
密
に
し
た
」
と
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
為
為
章
の

為
字
訓
に
導
か
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
解
釈
は
取
れ
な
い
。
語
法
的
に
も
、
相
対

的
に
前
者
が
優
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
も
し
、
こ
う
考
え
て
良
け
れ
ば
、
為
為
章
の
為
字
訓
が
’
日
遠
上
人
の
解
釈

よ
り
正
し
い
解
釈
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
ナ
ス

⑨
能
く
救
護
．
為
文
　
定
家
ホ
也
。
心
空
，
ス
ス
ル
コ
ト
ヲ
ト
ア
リ
。
法
印
ニ
ハ
只
ス

日
遠
L
人
と
法
華
経
訓
読
（
田
島
）

七



法
華
文
化
研
究
（
第
1
1
＿
：
＿
八
号
）

八

ト
バ
カ
リ
ア
リ
。
不
可
然
也
。
（
晦
＝
N
、
讐
喩
品
、
2
6
0
頁
）

　
サ

変
動
詞
と
し
て
「
救
護
ス
」
と
読
ん
で
は
い
け
な
い
と
言
う
。
理
由
は
述

べ
て

い

な
い
が
、
原
漢
文
に
「
為
」
字
が
あ
る
の
に
、
サ
変
動
詞
と
し
て
読
ん

で

し
ま
う
と
、
為
字
無
し
で
、
サ
変
動
詞
と
し
て
読
む
場
合
と
の
区
別
が
無
く

な
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
例
は
妙
一
記
念
館
本
や
足
利
本
等
、
仮
名
書
き
本
が
「
く
こ
す
」
と
漢

語
サ
変
動
詞
の
形
で
読
ん
で
い
る
他
は
’
日
遠
上
人
の
影
響
下
の
訓
読
は
勿
論
、

そ

れ
以
前
の
訓
読
も
、
為
に
ス
し
か
送
っ
て
な
く
て
、
本
当
の
読
み
方
は
不
明

な
も
の
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
ナ
ス
と
し
て
い
る
。

　
他
に

M
　
3
g
6
　
r
不
…
以
為
親
厚
」
（
安
楽
行
品
）
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
を

r親
厚
ス
」
と
サ
変
動
詞
に
す
る
の
が
仮
名
書
き
本
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
、
同

じ
で
あ
る
。
但
し
、
r
親
厚
ヲ
ナ
ス
」
で
は
な
く
、
「
親
厚
ト
ナ
ス
」
と
す
る

例
も
あ
り
、
日
遠
上
人
が
良
く
な
い
と
す
る
「
親
厚
ス
ル
コ
ト
セ
ザ
レ
」
と
読

む

も
の
も
あ
る
。
M
鳶
②
の
「
以
為
給
使
」
（
安
楽
行
品
）
も
類
例
で
、
こ
れ

を
「
給
使
ス
」
と
い
う
漢
語
サ
変
形
と
す
る
の
は
仮
名
書
き
本
の
み
、
あ
と
は

「
給
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
ナ
ス
」
「
給
使
ヲ
ナ
ス
」
「
給
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
ス
」
な
ど

で

あ
る
。
以
上
は
、
い
ず
れ
も
作
訓
為
字
で
あ
る
。

　
M
　
4
g
2
　
f
不
可
為
讐
喩
」
　
（
随
喜
功
徳
品
）
は
得
訓
為
字
で
あ
る
が
、
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

扱
い
が
異
な
る
。
得
訓
に
よ
り
そ
の
ま
ま
「
讐
喩
ヲ
為
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
龍
光
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

本
）
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
「
讐
喩
ト
為
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
伝
光
明
皇
后
筆
本
・

倭
点
）
、
「
讐
喩
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
妙
一
本
・
足
利
本
）
、
日
遠
上
人
も
得
訓
に

　
　
　
　
　
　
ウ

よ
り
「
讐
喩
ヲ
為
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
、
頂
妙
寺
版
初
版
は
こ
れ
に
従
う
が
、
明

治
版
以
降
は
為
字
訓

の
支

え
を
失
っ
て
ウ
訓
に
疑
問
を
持
っ
た
た
め
か
、
「
讐

　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

喩
ヲ
為
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
し
’
頂
妙
寺
明
治
版
に
よ
る
訓
訳
法
華
経
は
「
讐
喩
を
為

す
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
し
ま
う
。
他
に
「
讐
g
t
．
ル
n
．
L
為
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
浄
厳
『
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

注
略
解
妙
法
蓮
華
経
新
註
』
）
が
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
は
「
警
喩
を
為
べ
か
ら

ず
」
と
す
る
。
得
訓
為
字
で
も
特
殊
な
例
で
あ
る
（
①
と
は
違
う
）
。
こ
こ
で

も
、
仮
名
書
き
本
は
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
読
む
が
’
同
じ
意
味
で
も
他
で
は

「
讐

喩
」
を
目
的
語
に
し
た
り
、
為
字
の
読
み
を
ス
と
し
た
り
ナ
ス
と
し
た
り

で

あ
る
。
原
漢
文
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
為
字
を
、
語
尾
の
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
漢
語
サ
変
動
詞
に
は
し
に
く
い
意
識
が
働
く
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
多
く
は
、
日
遠
上
人
の
言
う
通
り
に
訓
読
し
て
い
る
。
又
、
日
遠
上
人
は
多

v
為
字
訓
に
従
っ
て
い
る
。
⑧
の
よ
う
に
難
し
い
け
れ
ど
も
、
日
遠
上
人
の
廃

し
た
為
字
訓
が
捨
て
が
た
い
も
の
、
⑦
の
よ
う
に
’
日
遠
上
人
の
言
う
通
り
’

不
審

な
為
字
訓
も
あ
る
。
但
し
、
こ
の
⑦
⑧
の
よ
う
な
例
は
少
数
で
あ
る
。
日

遠
上
人
も
い
ず
れ
と
決
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
み
よ
う
。
次
に
一
例
す
る
。

四
’
問
題
の
訓
読

　
　
　
　
　
ム
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト

　
⑩
勤
テ
法
．
為
ハ
不
．
文
　
　
（
左
訓
…
勤
．
法
．
為
，
不
．
文
）
補
注
、

向
に
訓
ず
。
句
解
、
求
を
以
て
為
を
釈
す
O
　
（
E
3
3
6
、
見
宝
塔
品
、
u
d
頁
）

科
註
、
為
．



　

こ
こ
で
は
、
両
訓
を
併
記
す
る
だ
け
で
あ
る
。
文
段
経
も
左
訓
モ
ト
メ
は
朱

で
記

し
て
い
る
。
こ
の
例
、
為
字
訓
は
「
助
」
（
写
本
為
為
章
）
、
「
与
」
（
版

本
為
為
章
）
、
「
向
」
（
補
注
・
科
註
・
文
段
経
・
天
海
蔵
高
麗
本
）
、
句
解
は

こ
の
部
分
を
「
諸
人
云
何
不
勤
為
法
　
汝
等
諸
人
云
何
之
故
不
能
精
進
勤
求
大

法
」
（
法
華
経
句
解
卍
続
蔵
☆
旨
頁
）
と
し
て
い
る
o
こ
の
為
字
訓
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ

訓
読
は
種
々
で
あ
る
。
「
法
ヲ
為
ケ
ザ
ラ
ン
」
（
立
本
寺
本
檎
、
、
）
、
r
法
二
為
ハ
ザ

ラ
ン
」
（
天
海
蔵
高
麗
版
・
文
段
経
右
訓
・
頂
妙
寺
版
初
版
・
平
楽
寺
版
両
点
本
）
、
「
法

　
モ
ト

ヲ

為
メ
ザ
ラ
ン
」
（
文
段
経
左
訓
）
、
そ
の
他
は
「
法
ノ
為
ニ
セ
ザ
ラ
ン
」
で
あ
る
。

頂
妙
寺
版
も
為
字
訓
の
支
え
を
失
っ
た
後
は
「
ム
カ
フ
」
と
い
う
訓
に
対
し
て

疑

問
を
生
じ
、
「
タ
メ
ニ
ス
」
と
改
訓
し
て
お
り
、
現
在
の
訓
読
も
多
く
こ
れ

に
従
っ
て
い
る
。

　
為
字
訓
は
区
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
去
声
で
あ
る
（
句
解
は
こ
の
一
句
の
解

釈
で

あ
り
、
為
字
訓
で
は
な
い
）
。
何
故
、
い
ず
れ
も
、
為
字
を
動
詞
と
す
る
の

か
。
「
助
」
と
言
っ
て
も
「
助
け
る
」
と
い
う
動
詞
を
意
味
し
な
い
。
「
…
を

タ
ス
ヶ
テ
」
（
英
語
の
♂
「
な
ど
に
当
た
る
）
で
あ
り
、
「
向
」
も
同
様
、
「
…
に
ム

カ
ツ
テ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
与
訓
を
少
し
詳
し
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ

を
何
故
動
詞
と
す
る
の
か
o
決
し
て
難
解
な
例
で
は
な
い
。
素
直
に
「
諸
人

い

か

ん

云
何
ゾ
法
ノ
為
二
勤
メ
ザ
ラ
ン
」
と
読
め
ば
い
い
の
で
あ
る
。
こ
の
文
の
動
詞

は

「
勤
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
ツ
ト
メ
テ
」
と
副
詞
に
し
て
し
ま
う
の
で
、
他

に
動
詞
が
必
要
に
な
り
、
為
字
を
動
詞
と
し
て
読
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

だ

と
思
う
。
一
つ
と
し
て
「
法
の
た
め
に
勤
め
ざ
ら
ん
」
と
い
う
訓
読
が
無
い

の

を
大
変
不
思
議
に
思
う
。
為
字
訓
に
導
か
れ
れ
れ
ば
自
然
に
こ
の
よ
う
に
訓

読
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
為
字
訓
に
よ
っ
て
読
め
ば
い
い
例
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
た
だ
、

為
字
訓
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
⑦
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。
次
に

も
う
一
例
、
今
ひ
と
つ
し
っ
V
り
し
な
い
も
の
を
上
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
テ

　
⑪
無
量
大
衆
，
恭
敬
シ
囲
続
セ
ル
．
為
文
ホ
読
む
可
き
也
o
為
以
に
訓
ず
。
又
囲
続
．

点
前
後

同
シ
（
M
5
4
7
、
4
8
い
頁
）

　

「
為
無
量
無
辺
菩
薩
大
衆
恭
敬
囲
続
而
為
説
法
」
（
妙
音
菩
薩
品
）
の
上
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

字
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
無
量
無
辺
．
菩
薩
大
衆
ノ
恭
敬
シ
囲
続
セ
ル
．
為

テ
為
二
法
，
説
キ
ζ
．
」
（
文
段
経
）
と
訓
読
す
る
の
で
あ
る
。
文
段
経
は
こ
の
左
に

「
以
」
も
注
し
て
い
る
。
為
字
訓
を
持
つ
も
の
は
例
外
な
く
文
段
経
の
読
み
と

大

同
小
異
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
も
の
は
「
無
量
無
辺
菩
薩
大
衆
．
為
二
恭
敬
ン

囲
続
セ
．
．
．
テ
」
で
あ
る
。
伝
光
明
皇
后
筆
本
・
妙
一
本
’
足
利
本
・
倭
点
・
科
註

等
で

あ
る
。
頂
妙
寺
版
は
明
治
版
以
後
も
こ
れ
は
改
訓
さ
れ
て
い
な
い
。
果
た

し
て
こ
の
読
み
方
で
万
全
か
。
確
か
に
為
字
訓
は
「
以
」
で
あ
り
、
「
以
」
で

あ
れ
ば
「
モ
テ
」
と
読
ま
れ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
遠
上
人
自
身
、

以

訓
な
ら
何
で
も
モ
テ
で
は
な
く
、
モ
テ
が
十
分
に
真
意
を
伝
え
な
い
も
の
に

つ
い

て
、
与
訓
の
タ
メ
ニ
と
は
違
う
と
注
し
た
上
で
タ
メ
ニ
と
読
む
例
も
あ
っ

K
，
）
　
（
E
　
3
4
、
1
9
8
頁
）
。
モ
テ
訓
は
現
代
語
の
感
覚
か
ら
は
甚
だ
不
十
分
・
不
適

切
な
訓
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
’
不
審
で
あ
る
。

こ
の
例
は
、
以
訓
に
よ
っ
て
モ
テ
と
読
ま
れ
た
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
が
、

日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
田
島
）

九
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決

し
て
適
切
で
は
な
い
。
以
訓
自
体
は
疑
わ
れ
て
い
な
い
が
、
果
た
し
て
ど
う

か
。
文
意
は
「
無
量
無
辺
菩
薩
大
衆
」
に
「
恭
敬
さ
れ
囲
続
さ
れ
て
」
法
を
説

い
た

と
い
う
の
で
は
な
い
か
。
と
か
く
、
受
身
構
文
が
、
被
害
を
被
る
よ
う
な

場
面
、
文
意
に
用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
避
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
言

っ

て
、
得
訓
も
無
か
っ
た
た
め
、
得
訓
為
字
の
よ
う
に
は
読
め
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
以
訓
が
適
切
と
は
思
え
な
い
。
「
為
＋
名
詞
＋
動
詞
」
と
い
う
「
之
」

「
所
」
の
な
い
の
構
文
で
、
得
訓
為
字
も
、
被
訓
為
字
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ

の
点
で
、
こ
の
例
を
受
身
と
し
て
読
む
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
日
遠
上
人

が
、
モ
テ
訓
の
ま
ま
放
置
し
、
為
字
訓
も
以
訓
で
あ
っ
た
た
め
に
、
右
の
よ
う

な
訓
読
が
ま
か
り
通
っ
て
き
た
。
⑩
は
為
字
訓
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正

解
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の
⑪
は
ま
た
違
う
意
味
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
例
で
あ
る
。

五
．
お
わ
り
に

　
日
遠
上
人
は
、
ま
た
、
言
葉
遣
い
の
面
で
鋭
い
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

『
法

華
訳
和
尋
跡
抄
』
を
通
じ
て
、
訓
読
に
対
し
て
抱
く
原
則
は
、
簡
潔
を
尊

ぶ

こ
と
、
そ
の
た
め
、
音
読
も
多
く
採
用
す
る
。
同
じ
文
字
で
も
音
読
す
べ
き

も
の
と
、
訓
読
す
べ
き
も
の
を
峻
別
す
る
。
ま
た
、
余
分
な
語
句
を
徹
底
し
て

排
除
す
る
。
過
去
や
完
了
の
助
動
詞
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
全
て
に
付
け
る
必

要
は

な
く
歴
史
的
叙
述
に
お
け
る
過
去
の
助
動
詞
の
使
い
方
に
類
す
る
考
え
を

披
渡
す

る
。
敬
語
な
ど
に
つ
い
て
も
、
仏
世
尊
に
対
し
て
の
み
使
い
、
他
は
徹

底

し
て
廃
し
、
然
も
、
仏
自
身
の
言
葉
に
つ
い
て
は
「
御
自
言
」
で
あ
る
と
し

て

敬
語
使
用

を
排
除
す
る
n
t
、
。
日
遠
上
人
は
、
種
々
の
資
料
を
見
て
い
る
が
、

訓
点
・
訓
読
史
料
に
関
し
て
は
具
体
的
に
は
心
空
の
倭
点
法
華
経
以
外
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
勿
論
、
名
前
は
違
っ
て
い
て
も
、
仮
名
書
き
法
華
経
は
日
遠
上

人
の

見
た

資
料
と
近
い
点
が
知
ら
れ
て
い
る
し
庄
、
，
、
実
際
確
か
め
て
み
れ
ば

は

っ

き
り
す
る
。
た
だ
、
日
遠
上
人
に
全
面
的
に
は
賛
同
で
き
な
い
所
が
あ
る

の
は

当
然
で
あ
る
。
特
に
、
言
語
の
歴
史
的
変
化
と
い
う
事
に
関
し
て
は
、
あ

ま
り
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
時
に
、
日

遠
上
人
当
時
の
言
葉
の
感
覚
で
処
理
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、

そ

れ
は

そ
れ
で
、
当
時
の
言
語
感
覚
を
知
る
上
で
貴
重
で
は
あ
る
が
、
『
法
華

訳
和
尋
跡
抄
』
の
記
述
に
全
面
的
に
依
拠
で
き
な
い
1
つ
の
理
由
も
こ
こ
に
あ

る
。
ま
た
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
部
分
が
何
を
意
味
す
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
も
、
実
際
に
訓
読
の
有
様
を
多
く
の
資
料
に
よ
っ
て
検
す

る
と
、
何
が
問
題
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
今
後
、
こ
の
注

釈
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



注注
1

注
2

注
3

注
4

注
5

注
6

禿
氏

祐
祥
氏

「
法
華
経
の
訓
経
に
つ
い
て
」
『
s
s
〈
q
E
｛
壇
』
　
3
2
　
1
9
4
9

兜
木
正
亨
氏
『
法
華
版
経
の
研
究
』
⑦
5
4

仮
名
書
き
法
華
経
は
’
女
性
の
た
め
の
物
で
あ
る
と
い
う
事
が
言
わ
れ

る
。
そ
れ
も
否
定
は
出
来
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
訓
読
斉
唱

用

と
い
う
こ
と
も
当
然
想
定
さ
れ
る
。
訓
点
本
で
の
訓
読
斉
唱
は
殆
ど

不
可
能
で
あ
ろ
う
。

拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
に
十
九
種
紹
介
し
た
。
こ
こ
に
紹

介
し
て
な
い
も
の
と
し
て
、
九
州
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
『
和
訓
法

華
経
』
が
あ
る
。
刊
本
の
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

拙
稿
「
頂
妙
寺
版
法
華
経
の
成
立
」
『
日
本
・
中
国
に
お
け
る
近
世
の

社
会
と
文
化
』
（
昭
和
6
1
年
・
6
2
年
・
6
3
年
特
定
研
究
　
名
古
屋
大
学
）

1989
天
保
五
年
一
。
。
ぱ
頂
妙
寺
日
瞭
が
諸
本
を
比
較
し
訓
点
を
施
し
た
も
の
。

以

後
盛
行
し
て
い
る
。
明
治
一
八
年
に
は
水
野
日
顕
師
に
よ
っ
て
改
訓

さ
れ
、
銅
板
さ
れ
て
現
在
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

拙
稿
「
仏
の
御
自
言
ー
『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
に
み
る
日
遠
の
敬
語
観

並

び

に
自
敬
表
現
に
よ
る
法
華
経
訓
読
1
」
『
日
本
語
論
究
　
5
　
敬

語
』
和
泉
書
院
⑦
O
∨
　
は
、
副
題
に
あ
る
通
り
、
『
法
華
訳
和
尋
跡

注
7

抄
』
か
ら
、
日
遠
の
言
語
観
を
読
み
と
り
、
法
華
経
の
訓
読
に
つ
い
て

検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
訓
読
は
、
本
稿
で
対
象
に
し

よ
う
と
す
る
現
今
流
布
の
そ
れ
に
限
ら
ず
、
訓
読
全
般
を
取
り
扱
う
。

今
後
、
さ
ら
に
『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
全
体
に
つ
い
て
精
査
す
る
予
定

で
あ
る
。

為
字
訓
、
為
字
和
訓
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
注
8
の
拙
著
を
御
覧
い

た

だ

き
た
い
が
、
念
の
た
め
に
そ
れ
に
つ
い
て
＝
言
述
べ
て
お
く
。

為
字
訓

と
は
、
唐
・
慈
恩
大
師
窺
基
　
『
法
華
経
為
為
章
』
に
由
来
す

る
、
法
華
経
中
の
為
字
の
意
味
を
示
す
漢
字
注
を
言
う
。
法
華
経
中
の

為
字
を
含
む
語
句
を
原
則
と
し
て
四
字
取
り
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
為

字
に

「
訓
～
」
と
記
す
も
の
で
あ
る
。
平
声
九
訓
「
由
・
求
・
当
・
得

・
定
・
被
・
作
・
是
・
名
」
、
去
声
三
訓
「
以
・
与
・
助
」
で
あ
る
。

こ
の
一
々
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
ど
う
い

う
和
訓
に
対
応
す
る
か
等
は
、
為
字
和
訓
の
研
究
そ
の
も
の
な
の
で
、

簡
単
に
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
為
字
訓
に
よ
り
、
平
安
時
代
か
ら
、
法

華
経
中
の
為
字
の
和
訓
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、
古
辞
書
等
で
も
見
ら

れ
な
い
和
訓
が
為
字
に
対
し
て
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
に
’
為
為
章

の
為
字
訓
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
日
遠
上
人
は
為
為
章
を

引
用
し
な
い
。
江
戸
時
代
に
な
れ
ば
和
刻
本
も
出
版
さ
れ
る
が
、
あ
る

い
は

日
遠
上
人
の
目
に
は
触
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
宋
の
永

嘉
従
義
撰
『
法
華
三
大
部
補
注
』
や
『
妙
法
蓮
華
経
科
註
』
に
よ
っ
て

日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
田
島
）
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為
字
訓
を
掲
出
す
る
。
補
注
の
為
字
訓
も
、
慈
恩
大
師
に
由
来
す
る
こ

と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
為
為
章
だ
と
断
定
す
る
証
拠
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
「
為
為
二
字
平
去
両
呼
、
慈
恩
基
師
別
有
章
門
、
訓
釈
其

義
」
と
し
て
為
為
章
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
と
を
七
カ
所
に
分
載
し
て
い

る
の
を
見
れ
ば
、
そ
の
「
別
章
門
」
と
は
法
華
経
為
為
章
以
外
に
考
え

ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
補
注
で
は
、
為
字
訓
が
、
平
声
で
十
訓
、
去

声

で
四

訓
と
そ
れ
ぞ
れ
「
成
」
「
向
」
［
訓
ず
つ
増
え
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
う
考
え
る
か
は
難
問
で
あ
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
伝
本
が
最
古

の

物
で
も
室
町
時
代
を
遡
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
で
は
、
断
言
は
出

来

な
い
が
、
恐
ら
く
、
伝
本
の
問
題
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

（↓
法
華
経
為
為
章
考
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
第
二
部
第
一
章
）
o

平
声

の

内
、
多
い
の
が
「
作
」
「
是
」
で
あ
り
、
去
声
で
は
「
与
」
が

圧
倒
的
に
多
く
、
「
以
」
も
そ
の
1
i
l
〈
R
の
　
1
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
平
声
・

去
声
ほ
ぼ

半
々
で
あ
る
が
、
去
声
が
若
干
多
い
。
代
表
的
和
訓
は
、
求

…
モ
ト
ム
（
こ
の
例
殆
ど
な
い
に
等
し
い
）
、
当
…
マ
サ
ニ
・
ベ
シ
、
得

…
ウ
、
定
…
サ
ダ
ム
、
被
…
カ
ウ
ム
ル
・
（
ラ
）
ル
、
作
…
ス
・
ナ
ス
、

是

…
コ
レ
、
名
…
ナ
ヅ
ク
、
以
…
モ
テ
・
タ
メ
ニ
、
与
…
タ
メ
ニ
、

助

…
タ
ス
ク
（
こ
の
例
も
殆
ど
な
い
）
、
成
…
ナ
ス
、
向
：
・
ム
カ
フ
で
あ

る
。
「
由
」
訓
為
字
は
実
際
に
は
な
い
。

　
な
お
、
平
安
時
代
の
法
華
経
訓
点
資
料
に
は
、
こ
の
為
字
訓
に
よ
っ

て

生

じ
た
為
字
和
訓
が
見
ら
れ
る
が
’
中
世
の
資
料
に
は
殆
ど
見
ら
れ

注
8

注
9

な
か
っ
た
。
但
し
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵
の
高
麗
本
法
華
経
に
は
為
字
訓

と
’
そ
れ
に
よ
る
和
訓
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
防
府
天
満
宮
蔵
の
法
華
経

に

も
わ
ず
か
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
（
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
両
氏
「
防
府

天

満
宮
本
妙
法
蓮
華
経
八
巻
の
訓
点
」
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
口
⑦
゜
4
）
。

佼
成
図
書
館
蔵
の
五
山
版
妙
法
蓮
華
経
科
註
に
は
江
戸
時
代
の
和
刻
本

科
註
同
様
為
字
訓
が
少
数
な
が
ら
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
為

字
訓
は
内
容
的
に
為
為
章
・
補
注
の
そ
れ
と
は
相
当
隔
た
り
が
あ
り
、

何
に

よ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
近
世
に
な
り
、
日
遠
上
人
は
補
注
・
科

註
等
に
よ
り
為
字
訓
を
注
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
訓
を
施
し
た
。
日
相

本
妙
法

蓮
華
経
は
音
読
用
で
あ
る
が
、
為
字
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
何

の
た

め
か
分
か
ら
な
い
。
然
も
、
や
は
り
内
容
的
に
は
他
の
為
字
訓
と

相

当
異
な
る
。
前
記
の
如
v
江
戸
時
代
に
盛
行
し
た
科
註
に
は
為
字
訓

が

付
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
本
の
所
持
者
に
よ
る
和
訓
書
き
入
れ

が

多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
為
字
の
読
み
方
に
よ
り
、
訓
読
の
系
譜
が
粗

々

た

ど
れ
る
の
で
あ
る
（
↓
為
字
和
訓
よ
り
み
た
る
法
華
経
訓
読
『
法
華
経

為
字
和
訓
の
研
究
』
第
二
部
第
七
章
）
。

拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
資
料
編
に
全
て
の
為
字
と
所
在
を

示

し
た
。
拙
稿
「
法
華
経
為
字
和
訓
考
　
序
説
」
『
名
古
屋
大
学
文
学

z
a
l
i
l
＋
周
年
記
念
論
集
』
⑦
↓
O
に
は
索
引
の
形
で
示
し
た
。

『
法
華
訳
和
尋
跡
抄
』
は
I
R
和
七
年
　
1
6
2
2
に
完
成
し
た
も
の
を
寛
永

＋
九

年
　
1
6
4
2
板
屋
宗
胡
の
刊
行
し
た
も
の
が
有
る
。
『
法
華
音
義
類
聚



　
　
　
“
E
e
』
　
1
9
7
1
に
複
製
さ
れ
た
も
の
は
p
a
b
l
九
年
　
1
6
6
8
　
S
法
華
宗
門
書
堂

　
　
　
の
版
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
れ
ら
に
よ
ら
れ
た
い
が
、
必
要
な
部
分
は

　
　
　

『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
の
資
料
編
に
示
し
た
。

注
1
0
　
拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
七
九
頁
・
一
五
l
i
l
　
t
u
　
’
三
四
八
頁
・
八
1
1
九

　
　
　
頁
’
九
九
五
頁
・
一
〇
九
五
頁
等
。

注

1
1
　
拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
七
五
三
頁
に
写
本
為
為
章
の
訓
を

　
　
　
分
類
し
た
一
覧
表
を
掲
げ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
　
八
字
の
為
字
に

　
　
　
対

し
て
、
五
九
八
カ
所
に
重
複
訓
も
含
め
て
六
一
八
訓
有
る
。
無
訓
箇

　
　
　
所
一
四
、
掲
出
の
な
い
箇
所
が
六
で
あ
る
。
訓
と
そ
の
数
を
記
す
。
（
）

　
　
　
内
は
重
複
訓
の
数
（
外
数
）
。
由
一
、
求
○
、
当
九
（
二
）
、
得
二
六
、

　
　
　
定
八
、
被
二
六
（
1
1
）
、
作
＝
二
（
六
）
、
是
九
八
（
六
）
、
名
九
、

　
　
　
以
上
平
声
合
計

二
八

九

（
一
六
）
、
以
七
七
（
一
）
、
与
二
三
二
（
三
）
、

　
　
　
助
○
、
以
上
去
声
小
計
三
〇
九
（
四
）
、
合
計
五
九
八
（
1
1
0
）
で
あ
る
。

注

1
2
　
拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』
第
一
部
第
三
章
。

注

1
3
　
得
訓
為
字
は
注
1
1
示
し
た
よ
う
に
二
六
例
あ
る
が
、
受
身
構
文
に

　
　
　
な
る
も
の
は
一
七
例
、
為
為
章
で
は
得
訓
で
は
な
い
が
、
同
様
の
も
の

　
　
　
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
加
え
て
一
八
例
で
あ
る
。
他
は
、
得
訓
で
は
十

　
　
　
分
で
な
い
も
の
を
含
め
て
、
好
ま
し
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
い
う
の
が

　
　
　
大
半
で
あ
る
。
中
に
ど
う
し
て
も
理
解
し
に
く
い
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
後
述
す
る
M
4
9
2
　
g
「
不
可
為
警
喩
」
は
こ
の
中
に
は
含
め
に
く
い
し
、

　
　
　

「
何
為
見
捉
」
（
M
　
1
4
い
）
の
よ
う
な
も
の
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の

　
　
　
か
、
得
訓
は
す
こ
ぶ
る
疑
問
で
あ
る
。
拙
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研

　
　
　
究
』
第
一
部
第
二
章
。

注

1
4
　
こ
の
例
、
門
前
正
彦
氏
『
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
』
（
『
訓
点

　
　
　
語
と
訓
点
資
料
』
f
i
刊
w
a
四
　
1
9
6
8
）
に
よ
れ
ば
、
為
字
訓
は
な
い
。

　
　
　
し
か
し
、
立
本
寺
本
原
本
に
は
「
助
」
訓
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
広

　
　
　
浜
文

雄
氏

「
漢
字
の
読
み
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
ω
N
w
a
　
1
9
6
6
に

　
　
　
よ
れ
ば
’
立
本
寺
本
の
訓
点
を
移
点
し
た
と
い
う
天
理
図
書
館
本
の
こ

　
　
　
の
箇
所
に
は
助
訓
が
あ
る
と
い
う
。
門
前
氏
自
身
同
書
の
解
説
研
究
篇

　
　
　
で
は

「為
薯
」
と
し
て
い
る
（
一
ω
つ
。
頁
）
。

注

1
5
　
林
義
雄
氏
「
法
華
訳
和
尋
跡
抄
所
引
法
華
経
古
訓
と
足
利
本
仮
名
書

　
　
　
き
法
華
経
に
つ
い
て
（
上
）
」
『
二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊
』

　
　
　
，
－
o
　
1
9
7
5

　
　
　
野
沢
勝
夫
氏
「
法
華
訳
和
尋
跡
抄
所
引
の
仮
名
書
き
法
華
経
に
つ
い
て
」

　
　
　

『
昭
和
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
1
t
r
－
　
1
9
8
1

日
遠
上
人
と
法
華
経
訓
読
（
出
島
）


